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沖電気には、業界Ｎｏ１の自動機開発ノウハウが結集されています沖電気には、業界Ｎｏ１の自動機開発ノウハウが結集されています

環
境
変
化

82° 83° 84° 85° 86° 87° 88° 89° 90° 91° 92° 93° 94° 95° 96°
△

店舗行政の

緩和

△
改刷券

発行

△
時間延長

休日運用

△
時間延長

△
完全週休２日

△
サンデーバンキング

△
郵政ホリディサービス
（入金含む）

店外CD/ATMの拡大
外部委託の拡大

無人運用の拡大

・媒体容量増
・ノンストップ補充
・障害者対応
・強化筐体
・省スペース設置
・自動精査（世界初）

・ノンストップ運用
・セキュリティ向上

・多機能化
・信頼性向上

・ノンストップ運用
・ユーザフレンドリィ
・セキュリティ向上

機
能
推
移

・タッチパネル
・多機能化
　　振込取引
　　ICカード
　　硬貨取扱
　　通帳発行

97°

・顧客満足度の追求
・ATM運用の効率化
・柔軟な機能拡張性

△

365日運用

金融ビッグバンに向け
営業戦略としての
ＡＴＭ活用

△

時間延長
(AM8～PM9）

△

24時間運用

沖
電
気
開
発
経
緯

▲▲
ATATｰー100100

▲▲
ATATｰー200200

▲▲
ATATｰー300300

▲▲
ATATｰー300V300V

▲▲
ATATｰー400400

▲▲
ATM21ATM21

98° 99°

・資金効率向上

・紙幣ターンアランド
(世界初)
・縮退機能の導入

・取引の高速化
・GTSystemによる
資金管理
(世界初)

・更なる高速取引
・ジャム自動除去
　（世界初）
・ﾘﾓｰﾄ無人自動精査
（世界初）
・汎用OS搭載

サービスの拡大
・止らない
・待たせない

△
郵貯提携

▲▲
CP21CP21

▲▲
CPCP--10001000

▲▲
ATATｰー2020
(77(77°°))

１．沖電気におけるＡＴＭ開発の経緯

ATM21BATM21B

CP21VCP21V
▲▲
RTRT--100100
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異物返却口

カラ－LCD/タッチパネル

硬貨入出金機

プラズマディスプレイ

ＡＴＭの外観図

紙幣入金、支払い

紙幣入出金機(CCAD)紙幣入出金機(CCAD)

取扱いカード
磁気カード
ICカード
振込みカード
明細票（ﾚｼｰﾄ）印字

カードリーダレシートプリンタ（CRP)カードリーダレシートプリンタ（CRP)

通帳印字、発行
単票印字

通帳記帳機(PBPR)通帳記帳機(PBPR)

２．ＡＴＭの技術的要素
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15〝ｶﾗｰLCD

カードリーダレシートプリンタ

通帳記帳機

紙幣入出金機

硬貨入出金機

ジャーナルプリンタ

近接センサ

ｽﾋﾟｰｶ

フリッカランプ

白黒LCD

IDカードリーダ

視覚障害者操作部

ターミナルコントロ
ーラまたはモデム

集線装置
またはモニタ盤

オプション表示盤
警備システム
カメラシステムなな
ど

ICカード
振込カード

カード

明細票

通帳

１０００

５ 50 100

5001 10

顧客操作部

顧客操作部

ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ

係員操作部

タッチキー

上位インタフェ
ース

3.5〝FDD

3.5〝HDD

電源装置

筐体センサ

付帯設備端子台

警備会社指定セン
サ配線

スケジューラ

ログ機能
操作部
ｺﾝﾄﾛｰﾗ

オプションまた
は外部設備

ＡＴＭのブロック図

２．ＡＴＭの技術的要素

主制御部

IOCP

MCP

2０００
５０００

１００００
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紙幣入出金機　開発の歴史

スタッカ収容枚数

5、500枚
V-up； 8050枚

10,000枚4,000枚

◆顧客操作性の向上

・紙幣挿入口、放出口

、返却口 同一化

・入出金機の開発

（入金機、出金機の

一体化）

◆資金効率の向上

・ﾀｰﾝｱﾗﾝﾄﾞ機能実現

◆ノンストップ運用機能
の徹底追求
・現金自動補充・回収
・取引きを中断せず
に係員操作可能
・現金収容容量アップ
◆現金管理ｼｽﾃﾑの確立
・現金有高把握機能
・自動精査機能
・計数機能付き補充/
回収カセットの開発

◆さらなるノンストップ
性の追求
・現金収容 大容量化

◆係員の手を煩わせな
いノンタッチ思想
・ジャムの自動除去

◆高速処理
・計数速度アップ
・低速搬送路削除
◆高精細紙幣認識
技術の実現

大容量化

＋入金専用2000枚

２．１ 紙幣処理
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●分離

●集積

●分離

●集積

●収納

●鑑別

・金種鑑別

・真偽鑑別

・正損鑑別

・重送検知

・斜行検知

紙幣の処理

入金

接客部へ

支払い

RJｽﾀｯｶへ

技術

接客部接客部 鑑別部鑑別部

スタッカスタッカ

搬送路搬送路 搬送路搬送路

搬送
（紙幣走行/切替）

紙幣処理の流れ

入出金
ﾓｼﾞｭｰﾙ

入出金
ﾓｼﾞｭｰﾙ

搬送
（紙幣走行/切替）

２．１ 紙幣処理

８

偽券
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紙幣入出金機 の構造

スタッカ×３

鑑別部
接客部

搬送路

搬送路

入出金モジュール
（分離･集積部）

２．１ 紙幣処理

補充・回収
カセット

表裏反転部

ＲＪカセット
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集中／自立分散／協調分散制御集中／自立分散／協調分散制御

集中制御

◆メインＣＰＵが各ＭＭＣに対し動作を指示
・ＭＭＣの初期設定
・接客部の紙幣受け渡し
・異常復旧処理

◆メインＣＰＵの開始指示により各ＭＭＣが
独自に制御を行なう
・動作モードセット／リセット
・センサ調整／補正
・紙幣集積／収納

自立分散制御 協調分散制御

◆メインＣＰＵの開始指示により各ＭＭＣが
相互に協調して制御を行なう
・紙幣分離
・紙幣搬送

２．１　紙幣入出金機の制御構成

センサ
MMC

メカコン
MMC

補回
MMC

メカコン
MMC

センサ
MMC

鑑別
MMC

接客部接客部反転部反転部

メカコン
MMC

センサ
MMC

メカコン
MMC

センサ
MMC

搬送Ｈ部搬送Ｈ部

メカコン
MMC

センサ
MMC

メカコン
MMC

センサ
MMC

入出金Ｂ部入出金Ｂ部

メカコン
MMC

センサ
MMC

入出金Ｃ部入出金Ｃ部

メカコン
MMC

センサ
MMC

搬送Ｌ部搬送Ｌ部

リアフレーム部リアフレーム部

紙幣認識部紙幣認識部

ＭＣＮＥＴＭＣＮＥＴ

入出金Ａ部入出金Ａ部

搬送Ｍ
MMC

搬送Ｍ
MMC

鑑別ユニット鑑別ユニット

メイン
MMC

メイン
ＣＰＵ

メイン制御部メイン制御部

共
有
メ
モ
リ

ＭＭＣ：メカモジュ－ルコントローラ
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顧客の投入する紙幣

端面の折れ

２つ折れ

カール

４つ折れ

その他 雨に濡れた紙幣、テープ付き、ホッチキスどめ

８つ折れ４つ折れ（長手）

２．１ 紙幣処理
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紙幣の分離方式

・紙幣のくたびれ度合いに

　左右されない

・機構複雑で装置大型

・騒音が大きい

・比較的安定

・シンプル、低コスト

・装置が小型・騒音小

・ゲート圧（ギャップ）

　調整微妙

・吸引口にソフトタッチを継続させる　

　接触制御が 重要

・空気のＯＮ/ＯＦＦ高速制御要

　空気容量を極力少に

　　　　　　→ＡＴＭでは消滅

・ﾌｨｰﾄﾞ、ｹﾞｰﾄﾛｰﾗの耐摩耗性
向上と減らない工夫が要
ｅｘ．ﾛｰﾗｴｯｼﾞに面取り、紙粉によ
る 摩擦力低下防止のためのゴ
ム表面の溝形状など
　　　　　　　　摩擦力の安定化

真空吸着分離方式
ドラム吸着方式

特徴 設計上の留意点方式

摩擦分離方式
ゲートローラ方式

２．１．１ 紙幣処理 分離技術
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ドラム吸着方式

吸引ドラム

検出スイッチ

検出レバ

ステージ

紙幣

スタッカ

吸引口

２．１．１ 紙幣処理 分離技術
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ドラム吸着方式の問題点
吸引ドラム 検出スイッチ

検出レバ

吸引口

紙幣

分離部正面図

折れ癖紙幣が
左右の吸引口に
密着しない

平らな紙幣の分離給紙

折れ癖紙幣の分離給紙

スキューが発生

２．１．１ 紙幣処理 分離技術
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ゲートローラ方式

フィードローラとゲートローラのニップ部

フィードローラ

ゲートローラ オーバラップ量

フィードローラ

ゲートローラ

ピッカローラ

第一センサ
第一ローラ

紙幣がオーバラップ部
に送込まれたときに生
ずる変形反力
を利用して２枚送りを
防止

２．１．１ 紙幣処理 分離技術
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分離に影響するゴムローラの性能因子

形状・精度 研磨精度、温度変化、膨潤・膨張（吸油、吸湿）
摩耗、添加物析出、経時変化

摩擦係数 ゴム材質、硬度、表面形状、粗さ、研磨方向、表面状態変化
（紙粉、異物の付着性、油、インクの転写性、添加剤析出）

弾性 ゴム材質、硬度、厚み形状、発泡性

媒体への影響 用紙の摩擦・摩耗、用紙の汚染、インク、油の紙への再転写

その他 成形精度、接着強度、はめ込み部長期安定性

性能因子項目

２．１．１ 紙幣処理 分離技術
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ゲートローラ方式解析モデル

２枚目を戻す条件１枚目を送る条件

Ff＋Pp>Rg＋Rb より
μf・F+μp･P>μg・F+μb･P
よって、μf＞μg、μp＞μb

Fb＋Pb＜Rg＋Rb より
μb･F+μb･P<μg・F+μb･P
よって、μb <μg

F

F

P F

F

PFf Pp

Rg Rb

Fb Pb

Rg Rb

フィードローラ

ゲートローラ

ピッカローラ

μp＞μf＞μg＞μb

Ff；ﾌｨｰﾄﾞﾛｰﾗの繰出し力

Fb; ﾌｨｰﾄﾞﾛｰﾗ部での1枚目

の紙幣からの繰出し力

Pp；ﾋﾟｯｶﾛｰﾗの繰出し力

Fb; ﾋﾟｯｶﾛｰﾗ部での1枚目

の紙幣からの繰出し力

Rg；ｹﾞｰﾄﾛｰﾗの抵抗力

Rb；紙幣間の抵抗力

F；ﾌｨｰﾄﾞﾛｰﾗの押圧力

P；ﾋﾟｯｶﾛｰﾗの押圧力

μf；ﾌｨｰﾄﾞﾛｰﾗ摩擦係数

μp；ﾋﾟｯｶﾛｰﾗ摩擦係数

μg；ｹﾞｰﾄﾛｰﾗ摩擦係数

μb；紙幣間の摩擦係数

２．１．１ 紙幣処理 分離技術
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ゲートローラ方式シミュレーション

２．１．１ 紙幣処理 分離技術

分離する場合

（オーバーラップ量大）
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ゲートローラ方式シミュレーション

２．１．１ 紙幣処理 分離技術

分離不良（重走）

（オーバーラップ量小）
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ゲートローラ方式シミュレーション

２．１．１ 紙幣処理 分離技術

オーバーラップ量が大きいと

分離性能は高まるが、紙幣

に傷が発生する。

→　最適なオーバーラップ量

　　の設定が重要

傷/破れ発生
（応力大）
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独立懸架型ゲートローラ方式

フィードローラ

ピッカローラ

ゲートローラ

ピッカローラ

折れ癖紙幣に左右の
ピッカローラが密着

安定して大量紙幣の
分離が可能

２．１．１ 紙幣処理 分離技術



20

紙幣の集積方式

　物理的に集積スペースを

　確保する方式のため

・羽根に入った紙幣は確実　　

　に集積できる

・装置が大型

・装置が小型

・同期搬送不要

・高速化が可能

反面

　集積部上面一定の制御要

・繰り出しタイミングと羽根の同

　期搬送が必須

・羽根への突入角度に制限有り

・静電気（除電）対策が必要

・放出角度30゜以下
・紙幣に搬送方向に縦しわを作

り腰をつけて方向を定めて放出

羽根車方式

放出集積方式

特徴 設計上の留意点方式

２．１．２ 紙幣処理 集積技術
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羽根車方式

羽根車

ストッパ

スタッカ

紙幣

紙幣

抜け落ちない程度の低速で
方向転換・抜き取るように積み上げ
このとき羽根が前の紙幣を押し下げ
スペースを確保する

羽根車の間に紙幣を
差し込みながら巻きつけるように
方向転換

２．１．２ 紙幣処理 集積技術

紙幣の先端を
導いて積み上げる方式
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放出集積方式

板バネ、舌片

板バネ、舌片、腰付けローラ

紙幣の後端をたたく

紙幣を波形状にして腰を付ける

板バネ

舌片

ステージ

ﾋﾞﾙｽﾄｯﾊﾟ

２．１．２ 紙幣処理 集積技術

板バネ

舌片

放出紙幣の後端を
撫で下ろして積み上げる方式
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入出金モジュール （ワンウエイ型）

特徴

●分離；独立懸架型ゲート

ローラ方式

集積；放出集積方式

●分離、集積部が分割配置

２．１．３ 紙幣処理 入出金モジュール

分離機構

集積機構

スタッカ
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入出金モジュール （双方向型）

ﾋﾟｯｶﾛｰﾗ
ﾘﾊﾞｰｽﾛｰﾗ

紙幣

分離ﾓｰﾀ

特徴

●分離；独立懸架型ゲートローラ方式

集積；放出集積方式

●分離、集積部が同一場所に配置

●双方向搬送路

●小型

分離機構

集積機構

２．１．３ 紙幣処理 入出金モジュール
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入出金モジュール

２．１．３ 紙幣処理 入出金モジュール

３次元設計
モデル

設計は100%
３次元CADを
使用
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カードリーダ・レシートプリンタ (CRP）開発の歴史

◆さらなるノンストップ

性の徹底追求
・明細票大容量化
・振込みｶｰﾄﾞのﾉﾝ
ｽﾄｯﾌﾟ補充回収

◆高速処理

・明細票印字の高速化

◆高精度ｴﾝﾎﾞｽﾘｰﾀﾞ

◆強制カード返却機能

◆ノンストップ運用機能

の追求

・明細票の自動補充

・明細票の容量ｱｯﾌﾟ

◆休止率低減

・ﾒｶﾆｽﾞﾑの簡素化

ｴﾝﾎﾞｽ記録方式簡素化

ﾒｶﾆｶﾙ方式

→光学読取り方式

◆係員操作性の向上
・明細票 カセット交換

◆JIS-Ⅰ,ICカード対応
◆振込みカード発行

、印字

2000取引き600取引き 3600取引き

明細票（レシート）収容枚数 大容量化

２．２ カード処理
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レシート取込み部

レシートスタッカ１

レシートスタッカ２

レシートスタッカ３
（オプション）

カード搬送路

振込みカード
印字部（オプション）

レシートカット部

レシート印字部

レシート搬送路

カードリーダ・レシートプリンタ

吸入
搬送

磁気ストライプ
のリード

エンボスリード
（磁気ストライプ
のライト）

排出
搬送

カード

明細票
（ﾚｼｰﾄ） 連続紙搬送 レシートカット

発行
搬送

印字

エンボスリーダ

カードリーダ

ｶｰﾄﾞ/明細票処理の流れ

振込みカード発行部
（オプション）

２．２．１ カード処理　ＣＲＰ
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カードを取り巻く環境

◆カードに求められるニーズの多様化
・キャッシュカード ・電子マネーカード
・クレジットカード ・プリペイドカード
・自治体カード ・医療カード

◆カード化社会の進展
背景 ・インターネットの普及
・電子マネーの普及
・エレクトロニックコマースの進展

２．２ ．２カード処理　カードＲ／Ｗ

現在および将来のカード動向に柔軟に適応できる
フレキシブルなマルチカードリーダ／ライタ（ＣＲＷ）

接触型ＩＣｶｰﾄﾞ

非接触型ＩＣｶｰﾄﾞ

厚型磁気ｶｰﾄﾞ

薄型磁気ｶｰﾄﾞ
ﾘﾗｲﾀﾌﾞﾙｶｰﾄﾞ

ﾃﾚﾎﾝｶｰﾄﾞのＩＣｶｰﾄﾞ化開始 本格的なＩＣｶｰﾄﾞ時代（2000年頃）

普及率

９９９８１９９６ ９７ 年度２０００

◆カード動向予測
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搬送M強制排出
M

シャッタPD1

PD2 PD4PD3

PD5 PD6

PD5

エンボス
センサ

第１ローラ 第２ローラ 第３ローラ

強制排出
HPセンサ

磁気ヘッド

磁気検知
ヘッド

カードリーダ　

２．２．２カード処理　カードＲ／Ｗ

強制排出機構

特長
●ＪＩＳⅠ・Ⅱ磁気Ｒ／Ｗ可能　　●ICカード　対応　　　

●ノンストップ　　　　　 ・ジャムカードの強制排出機構

　　　　　　　　　　　　　　・停電時のカード返却　　　　
●エンボス読み取りセンサ内蔵
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エンボス記録技術

機械的記録方式

光学的記録方式

OKI光学読み取り方式の特徴

●黒いカード
●金色または銀色のカード
●黒い紋様があるカード
これらのカードの判読性向上の
ため斜めから照射して影を利用

取引きの証拠記録を残すため
●カード表面の凸型エンボス文字　の読取りを行う

LED
CCD

ｾﾙﾎｯｸ
ﾚﾝｽﾞｱﾚｲ エンボス

カード

押圧ローラ

カード

エンボス 感圧発色性
レシート

光学読取り＋サーマル印字

２．２．３　カード処理 エンボス記録技術
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カードの分離技術

固定ゲート方式

Tg Tb

Tg

ゲートの間隔

Tb <Tg <2Tb

２．２．４　カード処理 カード分離技術

カード発行

ゲートローラ方式
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ＩＣカード

複数カードの１枚化複数カードの１枚化

振込カード

○○銀行
本店
普通 XXXXX

■■銀行

振込カード

▲▲銀行
田町支店
普通 XXXXX

■■銀行

振込カード機能の吸収振込カード機能の吸収

個人情報の格納個人情報の格納
定期入金

沖太郎様へ

長期のお預け入れなら
新商品 ○×ファンド

リスク細分型の安定成長
が見込める商品です。

取引中に
アップセル
メッセージ
の表示

口座番号
年収

定期残高
ローンへの興味
投資への興味

個人情報

1234567
RANK：A
RANK：A
中
有り

個人名 沖太郎様

顧客情報の共有顧客情報の共有

コンビニＡＴＭ スーパー・商店

（デビット/電子マネー）

提携銀行 顧客データベース

顧客ＤＢ

XX月XX日
XX月XX日
XX月XX日
XX月XX日
XX月XX日

日付 お引き出し金額 お預け入れ金額
¥10,000
¥30,000

¥300,000
¥30,000
¥20,000

取引履歴情報の格納取引履歴情報の格納

お取引照会サービス お取引照会サービス

0

20

40

60

80

100

１月 ３月 ５月 ７月 ９月 11月
支払

支払

入金

2000年の収支状況です。

ＩＣカードをＡＴＭで利用することで既存媒体の統合が可能となります。

またネットワーク・コストを掛けずに、顧客情報のチャネル間共有が可能となります。

２．２．５　カード処理　ＩＣカード対応



33

レシートプリンタユニット　　３次元設計モデル

２．２ ．６カード処理　レシートＰＲ
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通帳記帳機(ＰＢＰＲ）開発の歴史

◆高速化

・磁気ｽﾄﾗｲﾌﾟ処理

1．5～2倍
・高速搬送

2．5倍
・印字の高速化

1．5倍
・ｵｰﾄﾀｰﾝﾍﾟｰｼﾞ高速化

◆ノンストップ運用

の徹底追求

・発行通帳の収容

容量アップ

◆紙ジャーナルの

電子ジャーナル化

◆通帳の増ページ対応

中紙 5枚→7枚

◆通帳の発行機能追加

4種×10冊2種×10冊 4種×４0冊
通帳発行 大容量化

２．３ 冊子処理
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通帳記帳機

吸入
搬送

磁気ストライプ
リード

頁・行リード 印字

排出
搬送

ターンページ部

磁気ｽﾄﾗｲﾌﾟR/Wﾕﾆｯﾄ

頁・行読取り部

通帳カセット
通帳発行部

取込み部

一時保留部

磁気ストライプ
ライト

通帳処理の流れ

印字部

２．３ 冊子処理

インサータ部

ターンページ部
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通帳記帳機ユニット　３次元設計モデル

２．３ 冊子処理
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通帳磁気ストライプの種類

磁気ストライプ仕様
トラック数 1,2,5 Tr
記録方式 FM,NRZI,MFM
記録密度 52.6,73.8,80,100

105,105.2 108,150
160,161,210

O-1200
DT-4831

IBM NEC OLIVETTI1トラック
縦タイプ

2トラック

5トラック

FACOM

O-1300

1トラック
横タイプ

HITACHI NCR BURROUGHS

２．３．１ 冊子処理　通帳MS R/W技術
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汎用通帳磁気ストライプ Ｒ／Ｗユニット

磁気ヘッド

磁気ストライプ

通帳

磁気ヘッド

ヘッド駆動用モータ
リードスクリュー

通帳磁気ストライプR/Wユニット

特徴
◆ユニットの汎用化
・国内全ての通帳ストライプ仕様
を4種類のユニットで対応
・記録密度、フォーマットを上位
からのコマンドで設定可能

タイプ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

用途

1Track
1Track(Long MS)
2Track(FACOM)
5Track(O-1300)

タイプⅠ、Ⅱ タイプⅢ タイプⅣ

磁気ヘッド

２．３．１ 冊子処理 通帳MS R/W技術
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汎用通帳磁気ストライプ Ｒ/Ｗシミュレーション

２．３．１ 冊子処理 通帳MS R/W技術

速度一定制
御の場合、
R/W時に残留
振動発生

中速→低速（衝突時）→高速の　　　　　　　　　

３段階速度制御方式により、残留振動低減

通帳

磁気ヘッド
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ページ・行センス部

01-02-12　　　　　　1000　　　　　　　　　　　　　51000
01-02-15　　　　　　　　　　　　　3000　　　　　　54000

CCDｾﾝｻ

ﾍﾟｰｼﾞ･行ｾﾝｽ部

通帳

PSｾﾝｻ移動方向
通帳移動方向

ﾍﾟｰｼﾞﾏｰｸ（ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ）

LEDｱﾚｰ

①　通帳に付与されたページマーク（バーコード）を読み取り、めくったページを確認する

②　印字行を読み取る　・・・・何行目まで印字してあるかを確認する

２．３．２ 冊子処理 ページ行センス
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可動ガイド

プレスローラ

ターンページローラ

通帳

①通帳セット

②ガイドオープン＆めくり

通帳搬送

④ガイドオープン＆引き込み搬送

③はねあげ

オートターンページ技術の特徴
・ローラとアクチュエータにより
　自動的にページをめくる技術
・指定されたページへ確実に
　めくる技術

このまま搬送するとＮＧ

つられ中紙

２．３．３　冊子処理 ページめくり技術

ターンページ方式
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カール 折れ曲り
その他
折れ癖の強いもの

磁気ストライプ面傷つけたり、
折れ曲げたりしないこと

磁気ストライプを磁石等に
近づけないこと

使用禁止

テープ・
シール貼付き

ﾎｯﾁｷｽ止め、
クリップ付き

破れ

冊子の取扱い

媒体走行不良、ジャムになりやすい媒体
下記の様な媒体の使用は、媒体走行不良やジャムの原因となることがある。

媒体走行不良、ジャムになりやすい媒体
下記の様な媒体の使用は、媒体走行不良やジャムの原因となることがある。

２．３．４　冊子処理 通帳の取り扱い
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通帳印字技術

方式

メディア
フォロー方式

オートギャップ
方式

構成 特徴

◆構成シンプル
印字ｷﾞｬｯﾌﾟ検出手段不要
◆高速印字には不適

◆高速印字可能
◆印字ｷﾞｬｯﾌﾟ検出手段必要

通帳印字には、下記の理由でドットインパクト印字方式が用いられている。
●機械的印刷方法で信頼性が高い

●水になじまない油性インクを使用（耐改ざん性に優れている）

●複写紙への印字可能

●消耗品コストが安い

ドットインパクト印字方式の種類

ｷﾞｬｯﾌﾟ検出ｾﾝｻ

印字ヘッド

通帳

２．３．５　 冊子処理 印字技術
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オートギャップ方式

印字ヘッドダウン

プロテクタが通帳表面に接触

ギャップセンサで検出
（通帳の上面位置検出）

所定量δだけ印字ヘッドをアップしてgを保証

印字

印字ギャップ出し処理の流れ

２．３．５　冊子処理 印字技術

ｇ

プロテクタ

印字ヘッド ギャップセンサ

δ

通帳上面

インクリボン



45

◆厚さの異なる通帳各ページでの最適印字ギャ

ップの確保

◆膨らみ、腰のあるセンターホールド部

（12,13,14行目）での最適印字ギャップの確保

◆磁気ストライプ、印鑑ｼｰﾙ部における印字品位

の確保

・部分的に厚くなる場所で、スペーシング不良、

印字カスレが起きやすい。 センターホールド部磁気ストライプ

通帳 印鑑シール

12行目

13行目
14行目

オートギャップ方式の技術的課題

２．３．５　冊子処理 印字技術
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通帳印字技術～高品位な印字実現のために～

下記状態での印字ギャップの最適化を実現

◆紙厚の異なる通帳各ページ

◆膨らみのあるｾﾝﾀｰﾎｰﾙﾄﾞ部（12,13,14行目）

２．３．５　 冊子処理 印字技術

通帳厚さ ｔ≧ｔ１

通帳12、13、14行目

通帳への押付力P3ｇ

通帳への押付力P1ｇ

通帳への押付力P2ｇ

Ｙ

Ｙ

N

N

P1 < P2 < P3

・t1 mm未満のページ

押付力P1で通帳上面位置検出、ｷﾞｬｯﾌﾟ出し

・t1 mm以上のページ

押付力P2で通帳上面位置検出、ｷﾞｬｯﾌﾟ出し

・t1 mm以上のページで12,13,14行目

押付力P3で通帳上面位置検出、ｷﾞｬｯﾌﾟ出し

・膨らみ状態に応じて押付力を制御

・膨らみのない状態に潰して上面を検出
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媒体検出技術

カプセルセンサを用いた
媒体検出手段

●プリズムを用いた媒体の検出手段 ●光通路を用いた媒体の検出手段

受光センサ

発光センサ
リード線

ガイド
基板

コネクタ

光通路

発光センサ

受光センサ

基板
プリズム

発光センサ

受光センサ 基板

基板

目的

◆信頼性向上
・光軸調整を無くする
・部品点数削減
　　 ・断線による障害率低減

２．４ 媒体検出技術
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小束施封機構部

２．５ ．１特殊紙幣処理 施封

ハ
ン
ド

紙帯

テープフィードAss

ｽﾀﾝﾌﾟ/Zｶﾞｲﾄﾞ

ｶｯﾀ

スプーン

施封

ヒィ-タヘッド
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ツイスト搬送機構

２．５．２ 特殊紙幣処理 ねじり搬送

特徴

●装置間の受渡し方式

●方向を90°ひねって搬送
●複雑3D形状の板金絞り技術

３D板金絞り

ツイスト搬送
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ATM金種カセット内有高を硬貨を
含めて金種毎に一括管理が可能

紙幣・硬貨の有高管理
が可能

障害時縮退運転で休止率低減精査業務の作業を軽減

　GTS自動精査と
ATＭ無人精査が
連動し、精査作業
の軽減が更にアップ

キャリア障害時に、
障害カセットを切り
離し、正常カセット
で運用継続が可能

ｸﾞﾙｰﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾀｰﾝｱﾗｳﾝﾄﾞﾀｰﾝｱﾗｳﾝﾄﾞ ｼｽﾃﾑ（ｼｽﾃﾑ（GTSystemGTSystem））

参考資料
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●高額取引にも対応した現金一括投入方式（紙幣５９枚、硬貨２７枚）
●硬貨取扱いによる現金振込
●紙幣、硬貨のリサイクル運用による資金効率化
●省スペース性を重視しながら余裕の現金装填容量を実現
（紙幣３９００枚、硬貨１２００枚)

●現金一次保留、取り忘れ取込み機能

●装置小型化により従来ＡＴＭの４０％にスペースに設置可能
（Ｗ４５０mm×Ｄ５５０mm×Ｈ１３６０mm）

金融サービスの新たな提供場所として期待が高まるインストア設置金融サービスの新たな提供場所として期待が高まるインストア設置

●運用外部委託への対応
－短時間での現金装填を可能とする現金カセット方式
－現金部の筐体分割構造により管理責任分界を明確化

●デジタルカメラにより取引顧客画像を電子ジャーナルに記録

省スペース省スペース

ＡＴＭ基本機能ＡＴＭ基本機能

セキュリティセキュリティ

コンビニＡＴＭコンビニＡＴＭ

参考資料
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●設置場所を選ばないスリムな筐体
(基本部外形：W570×D1150×H1200mm)
●基本部に通帳発行機能も包含（４種各４０冊）
●操作箇所の集中による操作性向上

省スペース、操作性の向上省スペース、操作性の向上省スペース、操作性の向上

●ATMアーキテクチャの採用
各制御部、電源、メカ部（一部）をＡＴＭと共通化
24H運用を考慮した監視端子の装備
●専用スキャナ・プリンタ
障害率低減、状態監視機能強化（ジャム残留等）

高信頼性高信頼性高信頼性

●業務に応じた柔軟な拡張性
拡張部追加による付加価値機能の提供
－エンボスカード発行（４種各１００枚）
－現金処理機能

拡張性拡張性拡張性

●セキュリティ強化
－アイリス登録機能を基本部外付（オプション）
●最大Ａ４サイズまでの証明書読取に対応

その他、機能の向上その他、機能の向上その他、機能の向上

スピーカ

近接センサ
人物カメラ/手元カメラ

タッチパネル付ＬＣＤ

カード読取口
(プレエンボスカード発行口）

通帳読取口
/取出口

ハンドセット

小扉キー

内部操作盤

オペレータキー

証明書スキャナ

書類読取口/取出口
（スキャナプリンタ）

RT21基本モデル

レシートプリンタ

RT21拡張モデル(エンボスカード発行)RT21拡張モデル(エンボスカード発行)

エンボスカード
発行口

拡張部外形：Ｗ４５０×Ｄ９００×Ｈ１２６５mm

マイク

参考資料
ＲＴＲＴ ２１（金融機関に適した顧客端末）２１（金融機関に適した顧客端末）
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